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高千穂郷・奥阿蘇地域では、杉本商店をはじ

めとする企業・生産者の皆様との連携により、

山椒の産地形成プロジェクトを進めています。令和4年から

の苗木植栽が順調に生育し、本年、初収穫を迎え、その様子

が7月8日にメディアに公開されました。本プロジェクトは、

新たな山椒産地の確立に加え、地域PR、次世代生産者の育

成を目指しています。現在、地域の椎茸生産者50軒が山椒

栽培に取り組み、令和9年からの本格販売を目指しています。

7月30日、高千穂高校相撲部と剣道部の生徒の皆さん、

顧問の先生方、そして校長先生、教頭先生が、インターハイ

出場のご報告のため西臼杵支庁長を表敬訪問されました。相撲部は8月

8日から鳥取県で、剣道部は8月7日から広島県でそれぞれ開催されたイ

ンターハイに出場されました。日頃の練習の成果を存分に発揮され、

全国の舞台で堂々たる戦いを繰り広げました。選手の皆さんの

今後のさらなるご活躍を期待しております。

8月4日、管内において、道路と河川の一斉美化清掃活動を実施し

ました。この活動は、毎年7月の「河川愛護月間」、そして8月の

「道路ふれあい月間」に合わせた取り組みです。日頃から利用されて

いる道路や河川の重要性を改めて地域住民の皆様に認識していただく

とともに、美しく安全に利用する機運を醸成することを目的としてい

ます。今後とも、河川・道路の美化に皆様のご理解とご協力をよろし

くお願いします。

西臼杵支庁は、生活困窮者支援の強化を図るため、今年度7月に西

臼杵各町で「生活困窮者支援会議」を開催しました。会議では、生活

困窮者支援制度の概要説明、西臼杵支庁における相談・支援状況の共

有、および関係機関との意見交換を実施し、連携強化を図りました。

生活困窮の要因は多岐にわたるため、西臼杵支庁福祉課は関係機関と

協力し、生活に不安やお困りごとを抱える方々の相談・支援を行って

おります。どうぞお気軽にご連絡ください。

西臼杵支庁福祉課

0982-72-2193



都城市 池田宜永市長
「結果が出る自治体経営
～都城フィロソフィを基軸として～」

高千穂神社 後藤俊彦宮司
「皇祖発祥の地に生を受けて」

8月31日に、サルタフェスタ２０２５が開催され、

天候にも恵まれ、多くの来場者で賑わいました。

会場では、お化け屋敷や、バラエティ豊かな屋台が

軒を連ね、活気に満ちた一日となりました。

メインステージでは、多くの観客を魅了したゲストの歌声や、地元

の若者による爽やかな歌唱、迫力ある太鼓の響き、華やかなダンス、

心に響く歌やバンド演奏など、朝から晩まで見どころ満載の多彩なパ

フォーマンスが繰り広げられました。会場は終始大きな歓声と拍手に

包まれました。

祭りの最後は、高千穂の夜空に咲き誇る壮大な花火！大輪の花が輝

き、来場者から感嘆の声が漏れました。

8月24日、県政テレビ番組「みやざきゲンキTV」に西臼杵支庁土木課の永

吉技師が出演しました。高千穂町・神代川で進められている「かわまちづく

り」について、全国的にも珍しい、昔懐かしい原風景を取り戻すための取組

が紹介されました。永吉技師の情熱とともに、地域一体となって神代川の豊

かな自然を未来へ繋ぐこのプロジェクトにこれからもご注目ください。

西臼杵観光推進連絡協議会（会長：高千穂町観光協会 竹尾通洋）では、9

月3日に講演会を開催し、2名の講師をお招きしました。高千穂神社宮司の後

藤俊彦氏からは「皇祖発祥の地に生を受けて」と題し、神武天皇に始まる日

本の歴史や神話、また世界の近現代史を踏まえつ

つ、日本人としてのあり方、感性について説かれ

ました。また、都城市長の池田宜永氏からは「結

果が出る自治体経営～都城フィロソフィを基軸と

して～」と題し、結果を出す行政運営や、都城

フィロソフィを指針とする人材育成についても講演をいただきました。最も

大切な経営資源は、人財（ヒト）であると強調されていました。

この講演会を通じて、日本人の生き方や考え方、これからの社会を支える

人づくりについて学ぶ機会となりました。



発
行

／
宮

崎
県

西
臼

杵
支

庁
編

集
／

総
務

課
〒

8
8
2
－

1
1
0
1

宮
崎

県
西

臼
杵

郡
高

千
穂

町
大

字
三

田
井

2
2

T
E
L

0
9
8
2
(7

2
)2

1
8
1

F
A
X
 0

9
8
2
(7

2
)3

7
6
0

ቒ
ែ
Ϟ
ៜ
Ἷ
࢘
᧷

ị
᱔
֕
ኛ
ᦿ
Ọ

ἰ
Ἔ
ἲ
Ὄ
ἥ
἗

ᥨ
Ы

西
臼

杵
支

庁
S
N
S

更
新

中
！

Fa
ce

bo
ok

In
st

ag
ra

m

下田 大樹さん

西臼杵支庁 総務課

国勢調査は、日本に住んでいるすべての

人と世帯を対象とした、日本で最も重要

な統計調査です。

農林業を営むすべての事業体等が対象

食料の安定自給や森林の保全など、農林業

の現状を明らかにします。

調査書類配布日

令和7年９月下旬

調査の対象

令和7年10月1日

現在、日本に住むす

べての人と世帯（外

国人の方も含む）

私にとって相撲とは自分のすべてを出せる場所です。

相撲は１対１の無差別の世界での戦いです。「小よく大を制

す」と言葉のとおり、小さい人でも大きい人に勝つことがで

きるのが相撲の魅力です。私は、今年滋賀県で開催される、

国民スポーツ大会に出場します。相撲界ではとても体が小さ

いため、本大会で１勝でも多く大きい相手に勝つために稽古

を積んでいるところです。2027年には、本県でも国民スポー

ツ大会が開催されます。相撲はなんと五ヶ瀬町で開催されま

す。今の目標は「宮崎国スポに出て活躍すること！」。これ

からも「2027宮崎国スポ」を盛り上げるために、宮崎県の相

撲の発展に少しでも貢献していきたいと考えています。

調査期間

令和7年10月上旬～令和7年12月末

調査内容

寄り合いの開催状況、農地、水路、森

林等の保全活動、実行組合の有無など

私が高千穂郷通信を担当して3回目の発行！高千穂に住み始めて半年になりました！最近、時間

の流れをあっと言う間に感じます。そんな私のブームはメダカのお世話です！毎朝おはようと声

をかけながら集まってくるメダカに餌をあげて、心穏やかになっています。先日は実行委員とし

て西臼杵のお祭りに参加しました。地域の皆さんの熱気と一体感を肌で感じ、とても良い経験に

なりました。これからも西臼杵の地域活動に積極的に関わっていきたいです。


